
主催　川越都市景観プロジェクト実行委員会（川越商工会議所、（公社）小江戸川越観光協会、（公社）川越青年会議所、 NPO 法人川越蔵の会、㈱ J:COM 埼玉・東日本 、川越市）
問合せ先　川越市都市計画部都市景観課 都市景観担当 TEL:049 224 5961（直通）
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日時  令和5年 7月22日㊏ 13：30 -16：00
会場  ウェスタ川越 多目的ホール C ・ D    定員  先着200名

「あつまる・つながる・かかわる」がはじまる
～川越織物市場から文化創造インキュベーション施設へ～

まちづくりにクリエイティブの風を
～ KIITO 、プラス・アーツでの実践～

西尾京介
川越市文化創造インキュベーション施設
統括ディレクター
㈱ ユニークエディションズ代表取締役

永田宏和
川越市文化創造インキュベーション施設ディレクター
㈱ iop 都市文化創造研究所代表取締役
デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）センター長
NPO法人プラス・アーツ理事長

櫻井理恵
㈱ 櫻井印刷所 代表取締役社長

講師 登壇者

講演 トークセッション

岩堀みどり
一般社団法人DMO川越 室長

永田宏和
（同左）



Mapウェスタ川越案内図

Profi le登壇者紹介

Programプログラム

13:00  開場
13:30  あいさつ（川越市長／川越商工会議所会頭）
13:40  講演

まちづくりにクリエイティブの風を
～KIITO、プラス・アーツでの実践～

14:40  休憩
14:50  川越市文化創造インキュベーション施設概要説明
15:00  トークセッション

「あつまる・つながる・かかわる」がはじまる
～川越織物市場から文化創造インキュベーション施設へ～

15:50  あいさつ
16:00  閉会

川越市駅 本川越駅

川越駅
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ウェスタ川越

永田宏和
㈱iop都市文化創造研究所代表取締役
川越市文化創造インキュベーション施設ディレクター

1968年兵庫県西宮市生まれ。大阪大学大学院修了。
「＋クリエイティブ」をコンセプトに、防災や教育、
まちづくりなど様々な分野の社会課題解決に取り組
む。主な企画・プロデュースの仕事に、都市キャン
ペーン型アートイベント「水都大阪2009・水辺の
文化座」、楽しく学ぶ防災教育プログラム「イザ！
カエルキャラバン！」（2005年～）、子どもがつく
る子どものための夢のまち「ちびっこうべ」（2012
年～）などがある。『第６回21世紀のまちづくり賞・
社会活動賞』、『JICA理事長賞』受賞。『情熱大陸』、『世
界一受けたい授業』などテレビ番組にも多数出演。

岩堀みどり
一般社団法人DMO川越 室長

1973年川越市生まれ。アメリカの大学を卒業。コミ
ュニティーデザイナーとして住民参加型まちづくり
に従事。「川越であそぼう、川越をあそぼう」をキ
ャッチコピーに、地元川越の仲間と川越のオリジナ
ルグッズの企画等を行う。まちなかの映画館が閉館
したことをきっかけにNPO法人プレイグランドを
立ち上げ、まちなかに残る唯一の映画館の運営に携
わる。現在は、一般社団法人DMO川越で地域住民
と来訪者の共存を目指して活動中。著書「中心市街
地の再生 メインストリートプログラム」（学芸出版
社）。

西尾京介
㈱ユニークエディションズ 代表取締役
川越市文化創造インキュベーション施設統括ディレクター

1966年京都市生まれ。大阪大学大学院修了。日建
設計、日建設計総合研究所にて大規模都市開発の計
画、都市のビジョン・戦略策定、再開発等の調査・
計画、地方都市の中心市街地活性化、エリアマネジ
メント、公共空間の利活用等に従事。川越市文化創
造インキュベーション施設のコンセプト検討にも参
画し、かつて大手町にも在住経験があるなど川越市
とのゆかりを感じている。2021年に独立、既存の
空間資源を活用したまちなか再生やエリア価値の向
上に注力している。著書に「PPR the Gears 公共
空間利活用のための道具考」など。

櫻井理恵
㈱櫻井印刷所 代表取締役社長

1980年生まれ。成城大学大学院文学研究科修了（ド
イツ文学専攻）。株式会社櫻井印刷所の四代目とし
て2014年取締役社長に就任。大学院在学中の編集・
執筆業の経験から2015年に「kawagoe premium」
を発行。2016年「全国タウン誌・フリーペーパー
大賞」において大賞を受賞。2017年に同社代表取
締役に就任。印刷業をベースに地域情報を発信する
フリーペーパー「コエドノコト」の活動や、自社ブ
ランド「文星舎」の立ち上げなどを行っている。川
越在住、四児の母。

川越市の有形文化財として復原した旧川越織物市場と旧栄養食配給所の建物を活用
して、令和6年春、川越市文化創造インキュベーション施設が開設します。既に10年
以上にわたって、まちに創造性をもたらす施設の運営を手掛けてきた永田氏に、各地
で展開中のプロジェクトやイベント等をご紹介いただき、創造性を高める仕組みづ
くりや考え方を伺います。

講演の概要

令和６年春の開設に向けて準備を進めている川越市文化創造インキュベーション施
設の全体像について、今後の展開や期待される役割など、それぞれの専門分野からの
視点でお話しいただきます。

トークセッションの
概要


